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春日市文化祭
秋 を楽しもうしもう

ステージ発表

芸能発表会
11月6日（日）　午前10時～午後4時 
ふれあい文化センタースプリングホール

　一般応募の団体による舞台発表です。
内容

▽手話ダンス ▽太鼓踊り・鈴太鼓 ▽太極拳(百花拳) ▽ フ
ラダンス ▽ジュニアヒップホップダンス ▽オカリナ ▽コ
ーラス ▽サルサ ▽ワルツ ▽大正琴 ▽筝・三絃・尺八 ▽帯舞

▽組踊 ▽謡曲・仕舞 ▽剣詩舞 ▽日本舞踊 ▽太鼓など

第2回KIDSやよいカーニバル
11月6日（日）　午前10時～正午　ふれあい文化センターサンホール
子どもたちが企画した舞台発表です。

第1回中学校合同アンサンブルフェスティバル
11月6日（日）　午後2時45分～4時　ふれあい文化センターサンホール
市内の中学校吹奏楽部によるアンサンブル発表会です。市民吹奏楽団も参加します。

キ ッ ズ コ ー ナ ー
ふれあい文化センター1階情報プラザ

おはなし広場
11月5日（土）　午前11時～正午、午後1時30分～3時
30分

春日市文庫サークルのみなさんによるおはなし会です。
エプロンシアターや布絵本の展示も行います。

ちびっこ工作広場
11月6日（日）　午前11時30分～午後0時30分、午後
2時30分～3時30分
市内の遊名人と一緒にかわいい小物などを作りませんか。参
加は無料です。

を楽しもう 問い合わせ先　社会教育課

　　1（575）4121　

　　5（593）7380

文化祭準キャラクター
Kofun たいっ！
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文化の秋

お茶会

ふれあい文化センター新館1階ふれあいプラザ

▽ 11月5日（土）　表千家 

▽ 11月6日（日）　青年茶道教室

ふれあい文化センター旧館1階集会室B

▽ 11月5日（土）　裏千家

▽ 11月6日（日）　福岡国際茶道会

作品展示

バザー

市民の皆さんの日頃の成果が詰まった「力作」を展示し
ます。
展示内容

▽絵画 ▽ 郷土史 ▽ 自分史 ▽ 墨絵 ▽ 木彫 ▽ 消費生活 ▽ 陶
芸 ▽ 俳句 ▽ 短歌 ▽ 開設学級展 ▽ 手芸 ▽ いけ花 ▽ 写真 ▽

盆栽 ▽ 福祉関係団体展 ▽中国児童書画展 ▽書道 ▽ 社会
教育関係団体展

ふれあい文化センター新館前芝生広場・勤労青
少年ホーム横遊歩道

市内で活動する市民団体やスポーツ団体、福祉団体
などがさまざまなバザーを出店します。
内容

▽野菜即売 ▽リサイクル品 ▽陶芸品 ▽飲食物(焼きそ
ば・うどん・焼き鳥・ぜんざい・わたがし・ジュース)など

●11月5日（土）・6日（日）
●午前10時～午後4時30分(最終日は午後4時まで)

日時

●ふれあい文化センター(大谷6̶24)
●市民スポーツセンター・勤労青少年ホーム(大谷
　6̶28)

※　当日は、臨時駐車場として大谷小学校グランドを開放します。

文化の秋場所

文化祭　
メインキャラクター
Doki っとチャン



「男女共同参画プラン」は、市
役所2階情報公開コーナー、
または市ホームページ
で見ることができます。
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社
会
状
況
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、
真
に
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
男
女
が
互
い
に
そ

の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、責
任
を
分
か
ち
合
い
、性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
実
現
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
日
市
に
お
い
て
も
、
男
女
共
同
参
画
に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
平
成
14
年
に
行
っ
た「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、
社
会
生
活
に
お
け
る
多
く
の

場
面
で
不
平
等
感
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、多
く
の
問
題
点
や
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、こ
う
し
た
問
題
点
や
課
題
に
取
り
組
み
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の
実
現
へ
向
け
て
、施
策
を
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、こ
の
プ
ラ
ン（
計
画
）を
作
り
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
は

「
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
11
年
に
行
っ
た「
春
日
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣

言
」の
理
念
を
元
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

4
つ
の
目
標

　

プ
ラ
ン
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
4
つ

の
目
標（
体
系
図
参
照
）を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、目
標
達
成
の
た
め
、主
要
課
題
と
、そ
の
解
決
に
向
け
た
施
策
の
基
本

的
方
向
性
や
具
体
的
な
事
業
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

男女共同参画都市宣言
　私たちは、性の違いにかかわらず、互いを一人の人間として

思いやり、市民一人ひとりが豊かなライフスタイルを創造す

るまち「かすが」の実現をめざして、ここに男女共同参画都市を

宣言します。

男女がともに、性の違いを超えて互いを尊重し、多様な個性
と生き方を認め合うまち「かすが」をめざします。

男女がともに、一人ひとりの能力を発揮し、社会のあらゆる
分野に参画できるまち「かすが」をめざします。

男女がともに、一人の人間として自立し、輝きながら生き生
きと暮らせるまち「かすが」をめざします。

男女がともに、平和で豊かな社会の実現を願い、その思いを
世界に広げるまち「かすが」をめざします。

平成11年9月24日　春日市

一、

一、

一、

一、

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
〜



問い合わせ先 人権女性政策課　1（584）1111　5（584）1153
    http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/joho/houkoku/danjokyoudou_plan/

春
日
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

男女共同参画に関する
広報・啓発活動の充実

教育における
男女共同参画の促進

政策・方針決定過程での
女性の参画拡大

家庭と仕事の両立
促進・支援

男女がともに担う
子育てへの支援

地域の中での
男女共同参画の促進

高齢者等が充実した
生活を送るための支援

男女のライフステージに
応じた心身の健康支援

生活の中で起こる
あらゆる暴力の根絶

【目標1】

豊かな未来が広がる男女
共同参画への意識改革

【目標2】

男女がともに能力を活か
す環境づくり

【目標3】

男女が自立し、互いに支
えあうまちづくり

【目標4】

人権が尊重され誰もが健
やかに安心して暮らせる
社会づくり
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男
女
共
同
参
画
社
会
へ
向

け
た
総
合
指
針

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
春
日
市
女
性
行
動
計

画
」の
考
え
を
受
け
継
い
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、国
の
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

や
基
本
計
画
、県
男
女
共
同
参
画
計
画
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

を
促
進
す
る
た
め
の
総
合
的
な
施
策
の
指
針

と
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
、行
政
、企
業
、各
種
団

体
が
一
体
と
な
っ
て
推
進

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、市
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、市
民
、行
政
、企
業
、各
種
団

体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
よ
う
定

め
て
い
ま
す
。

期
間
は
平
成
22
年
度
ま
で

の
6
年
間

　

こ
の
プ
ラ
ン
は
、「
第
4
次
春
日
市
総
合
計

画
」の
基
本
方
針
の
一
つ
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
―
性
別
を
問
わ
ず
人
が
輝
く
た
め

に
―
」に
従
っ
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

期
間
は
、総
合
計
画
の
目
標
年
度
に
合
わ

せ
、平
成
17
年
度
〜
平
成
22
年
度
の
6
年
間

と
し
て
い
ま
す
。

①

②

①

②

③

①

②

①

②

施策の体系図



行
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　市が最優先に取り組んでいる「行政改革」を進めていくための指針「第4
次春日市行政改革大綱」。厳しい財政状況が続く中、この指針に従って、効
率的な行政運営に励んでいます。
　今回は、平成16年度にどのような取り組みを行ったか、主なものをみな
さんに報告します。

協 働 の 推 進
情報の共有化

▽出前トーク「市長と語る」 1,230人が参加

▽職員出前講座「あすか塾」 37講座に942人参加

協働を推進する体制整備

▽春日まちづくり塾 30人修了

協働によるまちづくりを推進

▽「（仮称）まちづくり市民活

　動支援センター」設立準備

　委員会を発足
今年10月1日にオープン
した「春日まちづくり支援
センター『ぶどうの庭』」

広 域 連 携 の 推 進

平成16年4月にオー
プンした「筑紫自治会
館。1階は、精神障害
者生活支援センター
「つくしぴあ」。

地 域 経 営 の 推 進
市民志向への転換

▽ 行政評価や行政改革の

　成果を、市報やホームペ

　ージで公表

▽市の附属機関への市民

　参加の推進　7機関32人

▽「かすが市民懇話会」を

　発足

▽「桜ヶ丘地区計画」や「人権教育及び人権啓発推進」など

　で、パブリック・コメント※1手続きの実施

経営資源の有効活用

▽市民税徴収率97.48%で、対前年比は0.1%増

▽固定資産税徴収率97.27%で、対前年比は0.57%増

▽国民健康保険税89.23%で、対前年比は0.45%減

▽「春日市循環型都市づくり行動計画」を策定

▽下水道使用料認定で、井戸水使用者の水量認定に関する

広域連携の強化

▽筑紫自治会館開所（平成16年4月1日）
▽スポーツ施設の福岡都市圏相互利用開始（平成17年4月

　1日から）

▽「御笠川流域5市浸水 

　対策会議」で浸水対策

　を協議

　負担の適正化

▽地区公民館への指定管理者制度※2導入

▽高齢者医療助成制度の廃止決定

▽補助金の見直しを図り、45件、2,000万円を縮減

行政の体制の整備

▽行政評価を行い、事業7件を廃止、5件制度変更、24件を

　手法変更、41件を見直し検討、38件をコスト削減を実

　施

▽経常収支比率※393.5%で、対前年比は7.0%増

▽市債(市の借金)残高565億8,646万円で、対前年度比2

　億671万円減

かすが市民懇話会

※1　パブリック・コメント
　政策を決定する前に住民から意見を募ること
※2　指定管理者制度
　市の公共施設を市に代わって民間企業などが管理する制度
※3　経常収支比率
　人件費や扶助費などに地方税などの経常一般財源がどの程度充当され
　たかを表す指標。この数値が低いほど財政構造が弾力性に富んでいる。

今後も行政改革に努めながら、市民の皆さんにとって真に必要なサービスの実現に向けて努力していきます。
※ 詳しい内容は、市役所2階情報公開コーナーで見ることができます。

問い合わせ先　行政管理課　1（584）1111　5（584）1145

政改革の取り組み状況
報告します



今年の表彰者は41人

第18回春日市表彰式
　市は、毎年11月3日「文化の日」に、福祉や教育、文化などさまざまな分野で
市の振興に貢献した人や、市民の模範となった人を表彰しています。
　今年は41人を表彰します。表彰者の功績をたたえるため、皆さんもぜひお
越しください。
日時　11月3日（木）　午前10時～正午（予定）
場所　ふれあい文化センターサンホール（大谷6-24）
問い合わせ先　総務課総務法制担当
　　1（584）1111　5（584）1145

　ガラスの勾
まがたま

玉や管
くだたま

玉、金製のイヤリング、水晶のネッ
クレスなど、古代のアクセサリーを展示します。
　古代の権力者などが身に付けていた色鮮やかなアク
セサリーを見てみませんか。
　入館は無料です。
期間　10月28日（金）～12月4日（日）
時間　午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
場所　同資料館特別展示室（岡本3-57）
○○講演会
　　企画展に関連して、弥生時代・古墳時代のアクセサ
　リー研究で有名な講師を招いて講演会を行います。
　日時　11月13日（日）　午後2時～4時
　場所　同資料館研修室
　演題　「奴国のガラス勾玉～身分表示用アクセサリー
　　　　の誕生」
　講師　木

きのしたなおこ

下尚子さん（熊本大学文学部教授）
　定員　100人（申込先着順）
　申込方法　電話かファックス、直接窓口で住所、氏名、
　　　電話番号を伝える
○○体験教室
　　小学生以上が対象です。オリジナルのアクセサリー
　を手作りしてみませんか。
　期日・内容

　 ▽ 11月5日（土）　「勾玉を作ろう」
　　軟らかい石「滑

かっせき

石」を削って勾玉を作ります。

　 ▽ 11月6日（日）　「ガラス玉を作ろう」
　　数種類の色ガラスを溶かして作ります。
　時間　午後2時～4時（受付　正午～）
　場所　同資料館屋外
　参加費　100円
　定員　各60人（当日先着順）
申込・問い合わせ先　同資料館
　　1（501）1144　5（573）1077

考古企画展「古代人の装い」
奴国の丘歴史資料館
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来年4月から家庭ゴミの有料化
ゴミ減量と費用負担を平等に

　来年4月から、家庭ゴミの処理費用を有料化します。
　これは、ゴミを減らし、資源をリサイクルする「資源循
環型都市づくり」を進めることと、「ゴミ処理費用負担の
公平化」を図ることを目的としています。
　市民の皆さんの、ご理解とご協力をお願いします。
○○公平性とゴミ減量
　　現在、家庭から出るゴミの処理費用は全て税金で　
　賄っており、ゴミ減量に取り組んでいる人とそうでな
　い人との間に経費負担の面で不公平が生じています。
　　今回の有料化は、負担の公平性を確保し、ゴミ減量、
　リサイクルの行動を起こすきっかけづくりとするた
　めのものです。
○○処理手数料
　　ゴミ処理手数料は、ゴミ袋の販売価格に含まれます。

　　また、ゴミ袋のデザインも変更します。
　※　現在の指定ゴミ袋は、4月以降は使えません。3月
　　までに使用してください。
○○事業者ゴミの処理手数料も改定
　　家庭ゴミの有料化に併せて、事業所から出るゴミの
　処理手数料（ゴミ袋の価格に上乗せされている料金）
　も改定します。
　　これは、ゴミを出す事業者の処理責任を明確にし、
　ゴミ減量やリサイクルに一層取り組んでもらうためです。
問い合わせ先　環境対策課
　　1（584）1111　5（584）1147

　平成13～22年度までの10年間の長期的なまちづくりの
目標と方針を定めた「第4次春日市総合計画」。市は、こ
の総合計画の基本計画を、社会情勢の変化や計画の進行
状況に併せて、見直しを行っています。
　この見直しを、より市民の皆さんの声を反映したもの
とするため、計画原案を公表します。
　ぜひ、意見を聞かせてください。
公表・意見募集期間　10月21日（金）～11月11日（金）（必着）
公表場所　 ▽市ホームページ ▽市役所情報公開コーナー
　　 ▽いきいきプラザ（昇町1-120） ▽社会教育課（大谷

　　6-24ふれあい文化センター内）
意見提出方法　郵送かファックス、Eメールまたは直接
　　窓口で提出する
※　提出された意見は、計画の内容に反映させるため
　の検討材料とします。なお、個別の回答は行いません。
提出・問い合わせ先　行政管理課（〒816-8501春日市役所）
　　1（584）1111　5（584）1145
　　　kikaku@city.kasuga.fukuoka.jp
　　　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/ikenbosyuu
　　　/sougoukeikaku/

第4次春日市総合計画後期基本計画（原案）
意見を聞かせてください

■4月以降のゴミ袋の販売価格（税込み）
家庭用ゴミ袋

大（45/） 中（30/） 小（15/）
燃えるごみ
（10枚入） 450円 300円 150円

陶器・金属
（5枚入） ー 150円 ー

びん・カン
（5枚入）

ー

75円

ー

ペットボトル・
白色トレイ
（5枚入）

ー ー

事業所用ゴミ袋
特大（70/） 大（45/）

燃えるごみ
（10枚入） 1,400円

900円
燃えないごみ
（10枚入） ー

ペットボトル・
白色トレイ
（10枚入）

ー
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　平成15年9月に地方自治法が改正され、「指定管理者制
度」が創設されました。
　これまで市施設の管理の委託は、公共的団体（社会福祉
法人や財団法人など）に限られていましたが、この制度
の導入により、民間事業者やNPO法人にも門戸が広が
りました。
　市に代わって施設を管理する事業者「指定管理者」が公
共施設を管理することで、より柔軟で効率的な管理運
営が期待されます。
○○市内の公民館ですでに導入
　　今年の4月から、市内のすべての地区公民館に、指
　定管理者制度を導入しています。各地区の自治会が
　指定管理者となって、公民館を管理しています。
○○今後の導入予定
　　次の施設は、来年4月1日から指定管理者制度を導
　入します。
　 ▽市立保育所4カ所（春日東・白水・大和・岡本）
　※　春日東・白水・大和の3保育所については、すでに
　　民間委託していたものに指定管理者制度を導入、
　　岡本保育所については新たに同制度を導入します。

　 ▽老人福祉センターナギの木苑
　 ▽放課後児童クラブ12カ所
　なお、これらの施設の指定管理者については、12月の
市議会で決定する予定です。
問い合わせ先　行政管理課
　　1（584）1111　5（584）1145

指定管理者制度を導入
市施設の管理方法

春日市被災住宅補修利子補給金交付制度
福岡県西方沖地震

　3月20日に発生した福岡県西方沖地震による家屋損
壊の補修のため、金融機関などから融資を受けた場合、
その利子を一定の範囲内で支給します。
　すでに補修が終わっている場合も対象になります。
対象　次のすべてに該当する場合

▽自らが所有し居住する家屋の一部損壊であること

▽り災証明を取っていること
※　このほか所得要件もあります。
補給内容

▽借入額は最大150万円

▽最大で年2%の利子分を補給
補給期間　借入日から5年以内
※　詳しくは問い合わせてください。

問い合わせ先　福祉計画課地域福祉担当
　　1（584）1111　5（584）3090
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　来年4月から、麻しん（はしか）と風しんの予防接種が、
混合（MR）ワクチンに変わり、対象年齢も変更になります。
　変更後は、生後24カ月～90カ月の人は、混合ワクチン
（第一期）の対象から外れます。まだ接種していない人
は、来年3月までに接種しましょう。
　また、麻しんまたは風しんの一方のみを接種してい

る人は、4月以降の第2期麻しん・風しん混合（MR）ワク
チン接種の対象外です。
※　詳しくは、掛かり付けの医師か健康課に問い合わ
　せてください。
問い合わせ先　健康課
　　1（501）1134　5（501）0051

麻しん（はしか）・風しんの予防接種
対象年齢とワクチンを変更

住宅工事悪質詐欺
　「消費生活センター」とかたって、苦情や相談の多い事
業者の調査と称して住宅の工事個所を検査し、工事費
用を聞き取るという事例が挙がっています。
　聞き取った工事費用が高すぎるから適正な工事費用と
の差額を取り戻すためと偽り、その調査費用などとし
て現金を求める詐欺行為です。
　公的機関が、問題解決のために、その場で現金を要求
することはありません。
住基ネットに関する不審なハガキ
　住民基本台帳ネットワークシステムの登録違反がある
として連絡を求めるハガキが、架空団体から届いたと
の事例が挙がっています。
　連絡をすると、言葉巧みに個人情報を聞き出され、金
銭の要求などの新たなトラブルの原因になりかねません。
絶対に連絡をとらないでください。

○○消費生活相談
　このような被害にあったり、困ったことがある場合は
　すぐに消費生活相談に相談してください。
　期日　毎週月・水・金曜日（祝日を除く）
　時間　午前10時～午後3時
　場所　市役所2階市民相談室
　※　電話での相談も受け付けています。
問い合わせ先　地域づくり課
　　1（584）1111　5（584）1153

新手の詐欺や不審なハガキに注意
消費生活注意報

▲

現行

接種
ワクチン

麻しんワクチン
風しんワクチン

治療方法 1回接種

対象年齢 生後  1 2カ月～90カ月

平成18年4月以降

麻しん・風しん
混合（MR）ワクチン

2回接種

第1期　生後12カ月～24カ月未満

第2期　小学校就学前1年間
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　高齢者を対象にインフルエンザの予防接種を行います。
接種希望者は、指定の病医院に予約して、受けてください。
対象　次のいずれか該当する人で、自らの意思で接種を
　　希望する人

▽市内に居住する65歳以上の人

▽市内に居住する60～64歳で、心臓や腎臓、呼吸器に重
　い障害がある人、または、ヒト免疫不全ウィルスによ
　り免疫機能に重い障害がある人（いずれも身体障害
　者手帳1級程度で、事前に健康課への連絡が必要）
接種期間　10月17日（月）～平成18年2月28日（火）
料金　1,000円

※　生活保護を受けている世帯や市県民税非課税世帯の
　人の接種は無料です。事前に健康課か高齢障害課で
　手続きをしてください。
　　ただし、同じ世帯で市県民税未申告の人がいる場合
　は申告が必要です。
　　なお、1月1日以降に転入してきた人は、非課税証明
　書を持ってきてください。
問い合わせ先　健康課
　　1（501）1134
　　5（501）0051

高齢者インフルエンザ予防接種
12月までの接種をお勧めします

■指定病医院一覧（50音順）

病医院名 電話番号

荒牧内科医院 （501）1158

伊藤医院 （582）3555

上田胃腸科内科医院 （591）5963

円入橋胃腸科外科医院 （596）2110

大西内科クリニック （595）2001

岡部病院 （573）5885

岡本内科医院 （595）6608

おの子どもクリニック （501）2323

かくた小児科医院 （574）6168

かわらだクリニック （583）9678

城戸整形外科クリニック （513）5002

桑野整形外科医院 （571）3361

くぼた小児科医院 （595）0822

さかい耳鼻咽喉科医院 （586）1450

榊
さかきばら

原内科小児科医院 （572）3111

四宮医院 （581）1314

しんかいクリニック （584）0011

陣の内脳神経外科クリニック （582）3232

武末内科医院 （581）8050

たけの内科クリニック （593）0500

天神山クリニック （573）8860

内藤内科医院 （591）8887

病医院名 電話番号

永尾クリニック （591）1123

中村整形外科医院 （575）5050

中山医院 （583）7178

野北外科胃腸科医院 （591）1231

樋口病院 （572）0343

平塚整形外科 （581）7229

福岡徳洲会病院 （573）6622

藤崎内科循環器外科医院 （582）8282

本田耳鼻咽喉科医院 （584）5553

マインド伊原春日クリニック （582）1478

まことクリニック （584）1470

孫田整形外科医院 （596）3123

またけ内科胃腸科クリニック （572）2180

みのだ胃腸科内科クリニック （584）3777

みやい内科クリニック （575）0068

村山医院 （592）8123

森園医院 （571）3373

安永クリニック （573）6003

横山小児科医院 （581）1203

渡辺病院 （571）1777

和田整形外科医院 （591）0511
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宇
美
町
移
転
 40
周
年
記
念

福
岡
刑
務
所「
福
岡
矯
正
展
」

　

刑
務
所
と
地
域
社
会
と
の
協
調
融
和

を
促
進
す
る
た
め
の
行
事
で
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
29
日
（土）
・
30
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　

同
刑
務
所（
糟
屋
郡
宇
美
町
障し

ょ
う

子じ

岳だ
け

南み
な
み

6
ー

1
ー

1
）

内
容　

▽
矯
正
施
設
の
紹
介
・
見
学

▽
職
業
訓
練
や
就
業
状
況
、教
育
活
動

な
ど
の
紹
介

▽
少
年
非
行
に
関
す
る
講
演

▽
刑
務
所
作
業
製
品
な
ど
の
展
示
即
売

▽
地
域
に
よ
る
催
し（
鼓
笛
隊
、吹
奏

楽
、太
鼓
、博
多
に
わ
か
な
ど
）

▽
竹
細
工
、わ
ら
細
工
教
室
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

同
刑
務
所
作
業
部
門

1（
９
３
２
）０
３
９
５

5（
９
３
２
）３
１
４
５

参
加
者
募
集

や
よ
い
の
里
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
高
校
生
以
上
の
人
、ま
た
は

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
に
所
属

す
る
人

日
時　

11
月
6
日
（日）（
雨
天
時
20
日
（日）
）

午
前
9
時
〜

（
受
付　

午
前
9
時
ま
で
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
6
ー

28
）

種
目（
い
ず
れ
も
A
級
・
B
級
）

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費　

一
組
２
，０
０
０
円（
高
校
生

は
半
額
）

申
込
方
法　

10
月
25
日
（日）
ま
で
に
、ハ
ガ

キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
ペ
ア
の
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、参
加
種

目
を
書
い
て
送
る

※　

ペ
ア
が
い
な
い
人
は
、連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

宮み
や
も
と本

1（
５
８
２
）６
２
８
６（
5
兼
用
）

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
部

「
ホ
ワ
イ
ト
春
日
公
園
」

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。老

若
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

練
習
日
時　

毎
週
土
曜
日

午
後
8
時
〜
9
時
30
分

練
習
場
所　

春
日
野
小
学
校
体
育
館（
春

日
公
園
4
ー

1
ー

1
）

問
い
合
わ
せ
先　

森も
り

田た

1（
５
８
４
）２
１
４
１（
5
兼
用
）

出
場
者
募
集

市
長
杯
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。一
緒
に
汗

を
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
27
日
（日）（
雨
天
時
は
12
月

4
日
（日）
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

（
受
付 

午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
6
ー

28
）

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
ベ
テ
ラ
ン
１
２
０
歳
以
上
男
子
ダ
ブ

ル
ス

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

▽
ベ
テ
ラ
ン
１
０
０
歳
以
上
女
子
ダ
ブ

ル
ス

※　

参
加
者
数
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。な
お
、試
合
の
組
み
合

わ
せ
は
、当
日
発
表
し
ま
す
。

参
加
費（
一
人
）

▽
会
員 

１
，０
０
０
円

▽
一
般 

１
，５
０
０
円

申
込
方
法　

11
月
17
日
（木）（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
ペ
ア
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、勤
務
先
、優
勝

経
験
者
は
優
勝
年
度
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
大
会
事
務

局　

岩い
わ

佐さ

照て
る

房ふ
さ（

〒
816
ー

０
８
２

３
若
葉
台
西
2
ー

１
２
３
ー

４

０
５
）

1（
５
０
２
）０
４
５
１（
5
兼
用
）

 11
月
生
募
集

一
般
会
員
に
な
る
た
め
の
運
動
教
室

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
の
一
般
会
員
に
な

る
た
め
の
教
室
で
す
。会
員
に
な
る
と

健
康
運
動
指
導
士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、定
期
的
に
運
動
で
き

ま
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

20
歳
以
上
の
人

日
時（
1
回
目
・
い
ず
れ
か
）

▽
11
月
10
日
（木）　

午
後
2
時
〜
4
時

▽
11
月
12
日
（土）　

午
前
10
時
〜
正
午

※　

2
回
目
以
降
の
日
程
は
、申
し
込

み
の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　

い
き
い
き
ル
ー
ム（
昇
町
1
ー

１
２
０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

内
容

▽
1
回
目　

講
話
・
体
力
テ
ス
ト（
握

力
・
柔
軟
性
な
ど
）

▽
2
回
目　

健
康
度
測
定（
運
動
負
荷

を
か
け
た
約
16
分
間
の
自
転
車
こ

ぎ
）

▽
3
回
目　

結
果
説
明
と
運
動
ア
ド
バ

イ
ス
・
ス
テ
ッ
プ
台
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▽
4
回
目　

運
動
機
器
を
使
っ
て
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
法

参
加
費　

１
，０
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
窓
口
で
申
し

込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き
ル

ー
ム

1（
５
０
１
）１
１
６
２（
5
兼
用
）

受
講
生
募
集

ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
教
室

　　

自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

を
覚
え
て
、腰
痛
や
肩
こ
り
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

18
歳
以
上
の
人

日
時　

11
月
17
日
〜
12
月
15
日
の
毎
週

木
曜
日（
計
5
回
）

午
後
2
時
〜
4
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
柔
道

場（
大
谷
6
ー

28
）

内
容　

▽
頭
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
▽
1

人
で
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
▽
運

動
と
ス
ト
レ
ッ
チ
▽
ペ
ア
で
の

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

参
加
費　

１
，２
５
０
円

定
員　

30
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

10
月
31
日
（月）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課   

1（
５
７
１
）３
２
３
４

5（
５
８
５
）１
６
３
４

春日市役所
1584-1111

www.city.kasuga.fukuoka.jp/

情報ひろば情報ひろば



被
爆
者
二
世
が
対
象

無
料
健
康
診
断

　

県
は
、原
爆
被
爆
者
二
世
を
対
象
に
、

無
料
で
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。

時
間　

午
前
9
時
〜
11
時
、午
後
1
時

〜
3
時

場
所　

福
岡
結
核
予
防
セ
ン
タ
ー（
福

岡
市
中
央
区
大だ

い

名み
ょ
う

2
ー

4
ー

7
）

受
診
期
限　

平
成
18
年
2
月
28
日
（火）

※　

土
・
日
曜
日
、年
末
年
始
を
除
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
健
康
対
策
課
保
健

事
業
係

1（
６
４
３
）３
２
７
０

5（
６
４
３
）３
２
７
１

お
い
も
を
掘
り
に
行
こ
う

お
出
か
け「
ぽ
れ
ぽ
れ
」バ
ス
ツ
ア
ー

　

糸
島
群
二
丈
町
の
有
機
農
家
の
畑
で
、

芋
掘
り
を
し
な
が
ら
子
ど
も
の「
食
」に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　

11
月
2
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時
30

分（
集
合　

午
前
9
時
15
分
）

集
合
場
所　

子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぽ

れ
ぽ
れ（
春
日
1
ー

38
）

参
加
費　

親
子
一
組
2
，０
０
０
円（
会

員
1
，５
０
０
円
）

※　

芋
代
を
含
み
ま
す
。

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
24
日
（月）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

※　

当
日
は
、弁
当
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

歯
み
が
き
教
室

　

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯

磨
き
を
教
え
ま
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
26
日
（水）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
1
ー

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
母
子
健
康
手
帳

▽
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

知
っ
て
い
ま
す
か
?

小
児
科
の
夜
間
・
休
日
救
急
診
療

　

平
日
夜
間
や
休
日
に
急
に
発
病
し
た

子
ど
も
に
、よ
り
適
切
な
診
療
を
提
供

す
る
た
め
、小
児
救
急
医
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

診
療
時
間

▽
月
〜
土
曜
日　

午
後
５
時
〜
11
時

▽
日
曜
・
祝
日　

午
前
９
時
〜
午
後
11

時
担
当
病
院

▽
月
・
水
・
金
曜
日

福
岡
大
学
筑
紫
病
院（
筑
紫
野
市
俗ぞ

く

明み
ょ
う

院い
ん

３
７
７
ー

1
）

　

1（
９
２
１
）１
０
１
１

▽
火
・
木
・
土
・
日
曜
日

福
岡
徳
洲
会
病
院（
須
玖
北
4
ー

5
）

　

1（
５
７
３
）６
６
２
２

※　

午
後
11
時
以
降
と
、土
曜
日
の
午

後
1
時
〜
5
時
は
、両
病
院
の
救
急

診
療
部
か
当
直
小
児
科
医
が
対
応
し

ま
す
。な
お
、時
間
内
で
も
救
急
診
療

部
の
支
援
を
図
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

参
加
者
募
集

離
乳
食
教
室

　

6
〜
8
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護

者
を
対
象
に
、離
乳
中
期
以
降
の
離
乳

食
の
作
り
方
や
進
め
方
を
教
え
ま
す
。

　

託
児（
無
料
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
8
日
（火）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
受
付　

午
後
1
時
〜
）

場
所 

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
1
ー

１
２
０
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
母
子
手
帳
▽
エ

プ
ロ
ン
▽
三さ

ん
か
く
き
ん

角
巾
▽
託
児
に
必

要
な
道
具

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
20
日
（木）
〜
31
日
（月）

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
生
年

月
日
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

大
好
き
な
パ
パ
に
変
身

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ぼ
う

　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊

び
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。動
き
や
す
い

服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
29
日
（土）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春
日
1
ー

38
）

講
師　

辻つ
じ　

広ひ
ろ
あ
き明

さ
ん（
児
童
厚
生
一

級
指
導
員
）

参
加
費　

一
組
５
０
０
円（
会
員
は
３

０
０
円
）

定
員　

父
子
20
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
24
日
（月）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1（
５
７
２
）８
７
４
０（
5
兼
用
）
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K A S U G A         C I T Y14

知
っ
て
い
ま
す
か

手
話
通
訳
派
遣
制
度

　

聴
覚
障
害
者
や
音
声
・
言
語
機
能
障

害
者
に
対
し
、病
院
や
公
的
機
関
・
事

業
所
な
ど
で
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
の

「
手
話
通
訳
員
」を
派
遣
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、買
い
物
な
ど
、私
的
な
用
件

で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
障
害
課

▽
月
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時 

　
5（
５
８
４
）１
１
５
４（
聴
覚
障
害

　
　

者
専
用
）

▽
右
記
以
外
で
緊
急
の
場
合

　
5（
５
８
４
）１
１
４
９

訓
練
生
募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

障
害
者
の
職
業
安
定
と
自
立
を
目
的

に
、職
業
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得

で
き
る
よ
う
訓
練
し
ま
す
。

対
象　

義
務
教
育
を
修
了
し
た
障
害
者

で
、次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
人

▽
技
能
習
得
後
の
就
職
を
希
望
す
る
人

▽
伝
染
性
疾
患
が
な
く
、団
体
生
活
に

支
障
が
な
い
人

▽
身
辺
処
理
能
力
が
あ
り
、介
護
が
必

要
な
い
人

申
込
方
法　

平
成
18
年
1
月
20
日
（金）
ま

で
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職

業
安
定
所
）に
あ
る
願
書
と
健

康
診
断
書
を
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
福
岡
南（
春
日
公
園
３
ー

２
）

1（
５
１
３
）８
６
０
９

5（
５
０
２
）２
１
９
２

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
、手
軽
に
生
ゴ
ミ

を
堆
肥
化
で
き
る「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
」。こ
れ
を
上
手
に
活
用
し
て
、

ゴ
ミ
の
量
を
減
ら
し
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
し
て

い
る
人

日
時　

11
月
26
日
（土）
・
12
月
10
日
（土）

（
計
2
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

定
員　

25
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
11
日
（金）（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
書
い

て
送
る

問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
循
環
生

活
研
究
所

1（
６
２
３
）１
８
１
６

5（
６
２
１
）５
７
４
７

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ｙ
Ｙ
く
ら
ぶ

パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
！

　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
が
対
象
で
す
。

２
０
０
６
年
の
年
賀
状
を
パ
ソ
コ
ン
で

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

11
月
5
日
（土）

午
前
9
時
45
分
〜
11
時
45
分

（
受
付 

午
前
9
時
30
分
〜
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
4
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

参
加
費　

１
，５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

を
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号（
持
っ
て

い
る
人
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

も
）を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

鈴す
ず

木き

1
０
９
４
２（
34
）２
８
７
１（
5
兼
用
）

無
添
加
の
み
そ
を
手
作
り
し
よ
う

み
そ
づ
く
り
教
室

　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
、日

本
人
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い「
み
そ
」

を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日（
い
ず
れ
か
）　

11
月
11
日
（金）
・
17

日
（木）
・
18
日
（金）
・
25
日
（金）

時
間（
い
ず
れ
か
）

①
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

②
午
後
2
時
〜
5
時

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
3
階
栄
養
指

導
室（
昇
町
1
ー

１
２
０
）

参
加
費　

１
kg
４
５
０
円（
材
料
代
・
一

人
３
kg
ま
で
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
エ
プ
ロ
ン
▽
三さ

ん

角か
く

巾き
ん

▽
み
そ
を
詰
め
る
容
器

定
員　

各
15
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　

10
月
25
日
（火）（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
、希
望
日（
第

3
希
望
ま
で
）、希
望
時
間
、作

り
た
い
み
そ
の
分
量
を
書
い
て

送
る

※　

返
信
面
に
も
、自
分
の
住
所
と
氏

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課（
〒

816
ー

０
８
５
１
昇
町
1
ー

１
２
０

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
）

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
講
演
会

　

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
講
演
会
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
7
日
（月）

午
後
2
時
〜
4
時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

演
題　
「
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
〜
元
気

を
取
り
戻
す
た
め
に
〜
」

講
師　

田た

嶌じ
ま

誠せ
い
い
ち一

さ
ん（
九
州
大
学
大

学
院
人
間
環
境
学
研
究
院
教

授
）

定
員　

１
８
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
4
日
（金）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

相
談
指
導
課

1（
５
８
２
）７
５
０
０

5（
５
８
２
）７
５
０
５

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

春
日
市
子
ど
も
教
室
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

地
域
と
学
校
で
協
力
し
合
っ
て
子
ど

も
を
育
て
る
と
は
、ど
う
い
う
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。み
ん
な
で
一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
23
日
（日）

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
付　

午
前
9
時
30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修

室
1（
大
谷
6
ー

24
）

内
容　

▽
情
報
提
供（
イ
ベ
ン
ト
・
事
業
の
安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル
）

▽
講
演
会「
地
域
と
学
校
で
つ
く
る
子

ど
も
の
学
び
の
未
来
」

講
師　

樋ひ

だ田
京き

ょ
う

子こ

さ
ん（
福
岡
県
教

育
庁
生
涯
学
習
課
主
幹
社
会

教
育
主
事
）

定
員　

70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

1（
５
７
５
）４
１
２
１

5（
５
９
３
）７
３
８
０



　

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

が
、医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た

と
き
、そ
の
医
療
費
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、申
請

す
る
と
超
え
た
分
の
払
い
戻
し
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、同
じ
世
帯
の
春
日
市
国

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

高
額
療
養
費
の
申
請

参
加
者
募
集

男
性
高
齢
者
料
理
教
室

　

60
歳
以
上
の
料
理
の
経
験
が
な
い
男

性
が
対
象
で
す
。高
齢
者
の
食
事
の
基

礎
知
識
や
調
理
の
ポ
イ
ン
ト
、簡
単
な

調
理
法
な
ど
を
教
え
ま
す
。こ
の
機
会

に
料
理
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程（
い
ず
れ
も
計
3
回
）・
場
所

▽
11
月
18
日
（金）
・
25
日
（金）
、12
月
2
日
（金）

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大
谷
6
ー

24
）

▽
11
月
5
日
（土）
・
19
日
（土）
、12
月
3
日
（土）

白
水
ヶ
丘
公
民
館（
白
水
ヶ
丘
3
ー

46
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

定
員　

各
10
人
程
度（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）

参
加
費　

１
，５
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
方
法　

初
回
の
1
週
間
前
ま
で
に
、

電
話
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、参
加
希
望
会
場
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
障
害
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）３
０
９
０

筑
紫
原
爆
被
害
者
の
会

地
区
懇
談
会
・
講
演
会

　

春
日
市
、大
野
城
市
に
住
む
原
爆
被

害
者
を
対
象
に
、懇
談
会
と
徳
洲
会
病

院
技
師
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
（土）

午
前
11
時
〜
午
後
3
時

場
所　

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の

町ま
ち

2
ー

3
ー

2
）

演
題　
「
動
脈
硬
化
に
つ
い
て
」

定
員　

50
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
25
日
（火）
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
会
事
務
局

1（
９
２
４
）３
７
７
１（
5
兼
用
）

春
日
市
商
工
会

独
立
開
業
を
目
指
す「
創
業
塾
」

　

新
規
ま
た
は
開
業
1
年
未
満
の
人
を

対
象
に
経
営
の
基
礎
を
教
え
ま
す
。

日
時　
11
月
14
日
（月）
・
17
日
（木）
・
21
日

（月）
・
24
日
（木）
・
28
日
（月）（
計
5
回
）

午
後
7
〜
10
時

場
所　

同
商
工
会（
伯
玄
町
2
ー

24
）

受
講
料　

１
，０
０
０
円

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
4
日
（金）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

1（
５
８
１
）１
４
０
７

5（
５
７
５
）０
７
０
２

福
管
連

マ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
役
員
に
な

り
、悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
で
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

10
月
29
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
１
研

修
室（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

内
容　

▽
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
の
見
直
し

▽
大
規
模
改
修
▽
質
疑
応
答

定
員　

60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

10
月
28
日
（金）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

福
岡
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
連

合
会

1（
７
５
２
）１
５
５
５

5（
７
５
２
）３
６
９
９

春
日
公
民
館

年
賀
状
作
成
講
座

　

ワ
ー
ド
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
、年
賀
状
作
成
か
ら
、住
所
録
の
管

理
、ハ
ガ
キ
の
印
刷
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
程（
い
ず
れ
も
計
6
回
）

①
11
月
7
〜
24
日
の
月
・
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

②
11
月
8
〜
25
日
の
火
・
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

③
11
月
7
〜
24
日
の
月
・
木
曜
日

　

午
後
6
時
〜
8
時

場
所　

春
日
公
民
館（
春
日
1
ー

１
１
１
）

定
員　

各
8
人（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　

１
万
５
０
０
円（
教
材
費
込
）

申
込
方
法　

10
月
17
日
（月）
〜
25
日
（火）

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、希
望
日

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
公
民
館

1（
５
７
１
）４
１
４
９

5（
５
７
１
）７
９
２
１

民
健
康
保
険
加
入
者
が
、1
カ
月

に
複
数
回
、各
医
療
機
関
に
そ
れ

ぞ
れ
2
万
１
，０
０
０
円
以
上
支

払
い
、そ
の
合
計
額
が
限
度
額
を

超
え
る
場
合
も
、同
様
に
払
い
戻

し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、こ
れ
ら
の
対
象
と
な

る
の
は
、保
険
が
適
用
さ
れ
る
治

療
費
の
み
で
、入
院
時
の
食
事
代

や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
除
き
ま

す
。

※　

月
に
ま
た
が
る
場
合
や
、複

数
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

た
場
合
は
、合
算
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
鑑

▽
医
療
機
関
の
領
収
書

▽
通
帳
な
ど
振
込
先
口
座
が
分
か

る
も
の（
郵
便
局
は
不
可
）

※　

70
歳
以
上
の
人
や
老
人
医
療

証
を
持
っ
て
い
る
人
は
、制
度

が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

■国民健康保険加入者の医療費の自己負担額
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１ヶ月の自己負担限度額 4回目以降の
自己負担限度額

住民税
課税世帯

上位
所得世帯
※

一般世帯

住民税非課税世帯

7万7,700円

4万200円

2万4,600円3万5,400円

13万9,800円
＋

（かかった医療費－46万6,000円）×1％

7万2,300円
＋

（かかった医療費－24万1,000円）×1％

※　世帯の国保加入者全員の基礎控除後の所得の合計額が、670万円を超える世帯のこと。
　（所得の申告をしていない国保加入者がいる場合も上位所得世帯とみなす）
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福
岡
労
働
福
祉
事
務
所

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

妊
娠
や
出
産
、育
児
、介
護
を
理
由
に

退
職
し
、再
就
職
を
希
望
す
る
人
が
対

象
で
す
。ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
あ
っ
た
働

き
方
や
税
金
・
社
会
保
険
、労
働
法
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
習
得

で
き
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
、託
児（
6
カ
月
〜
就

学
前
・
一
人
一
日
６
０
０
円
）も
行
い

ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
（水）
・
17
日
（木）（
計
2

日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

福
岡
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
・
ア
ミ
カ
ス（
福
岡
市
南

区
高た

か
み
や宮
3
ー

3
ー

1
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

11
月
10
日
（木）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

※　

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、11
月
2

日
（水）
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
先
着
15
人
）。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所

（
福
岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
1
ー

8
ー

8
）

1（
７
３
５
）６
１
５
０

5（
７
１
２
）０
４
９
７

Ｙよ

さ

こ

い

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
カ
ー
ニ
バ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　

11
月
23
日
に
行
う「
か
す
が
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
カ
ー
ニ
バ
ル
!
」で
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。友
達
や
家

族
と
一
緒
に
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、食
品
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
。

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ（
業
者
不

可
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　

市
役
所
市
民
駐
車
場

参
加
費　

１
，０
０
０
円

定
員　

１
０
０
組（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）

申
込
方
法　

10
月
31
日
（月）（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ
り

が
な
）、電
話
番
号
、携
帯
電
話

番
号（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）、

年
齢
を
書
い
て
送
る

○○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

同
カ
ー
ニ
バ
ル
の
会
場
設
営
・
整

理
や
受
付
な
ど
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。当
日
の
み
で
も

構
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、携

帯
電
話
番
号（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
カ
ー
ニ
バ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局　

陸む
つ
か
ど門

薫か
お
る（

〒
816
ー

０
８
４
３
松
ヶ
丘
1

ー

１
１
２
）

1（
５
９
６
）６
５
０
０（
5
兼
用
）

春
日
市
消
費
者
の
会

不
用
品
市

　

同
会
は
、11
月
5
・
6
日
に
行
わ
れ
る

春
日
市
文
化
祭
の
消
費
生
活
展
で「
不

用
品
市
」を
行
い
、家
庭
に
眠
っ
て
い
る

不
用
品
を
、持
ち
主
に
代
わ
っ
て
販
売

（
販
売
手
数
料
1
割
）し
ま
す
。

　

売
り
た
い
不
用
品
が
あ
る
人
は
、ぜ

ひ
、持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

11
月
1
日
（火）
・
2
日
（水）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

受
付
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

学
習
室
2（
大
谷
6
ー

24
）

※　

不
用
品
は
新
品
に
限
り
ま
す
。値

段
を
付
け
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　

売
れ
残
っ
た
場
合
は
後
日
返
却
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
会

1（
５
７
２
）３
９
２
７

　果物がおいしい季節になりました。
果物には、ビタミンCやカリウムなど
を豊富に含みます。一日に150gを目
安に食べるとよいでしょう。
　ただし、糖分を多く含むので、食べ
過ぎには注意が必要です。
　なしを使ってもおいしく作れます。

　材料(8人分)
りんご…………………………… 2個
砂糖………………………… 大さじ1
ソース
　砂糖……………………………50g
　卵……………………………… 2個
　小麦粉………………大さじ1・1/2
　牛乳……………………… 1カップ
　生クリーム……………… 1カップ
　レーズン………………… 大さじ3
　ブランデー……………………適宜
　作り方
①　りんごは皮をむき、8つ切りにし
　てしんをとる。
②　りんごを鍋に並べ、砂糖を全体
　に振り、ふたをして弱火で10～15
　分煮る。
③　卵を卵黄と卵白に分ける。

④　別の鍋に卵黄と砂糖を入れて混
　ぜ合わせ、さらに小麦粉を加えてな
　めらかになったら卵白を混ぜる。
⑤　④に鍋に、りんごの煮汁と牛乳、
　レーズン、生クリームを入れて混
　ぜる。弱火にかけてとろみがつい
　たら、ブランデーで香りを付ける。
⑥　りんごを皿に盛り、⑤をかける。

(春日市食生活改善推進会)



子
育
て
・
い
じ
め
・
ひ
き
こ
も
り

青
少
年
の
た
め
の
合
同
相
談
窓
口

　

県
は
、い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
持
つ
青

少
年
や
そ
の
保
護
者
の
た
め
の
相
談
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
（金）
・
22
日
（土）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

場
所　

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

相
談
電
話　

1（
５
０
２
）７
８
３
０

※　

面
接
で
相
談
を
し
た
い
場
合
の

み
、事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
生
活

労
働
部
青
少
年
課
指
導
係

1（
６
４
３
）３
３
８
８

5（
６
４
３
）３
３
８
９

福
岡
県
福
岡
労
働
福
祉
事
務
所

働
く
人
の
何
で
も
労
働
相
談

　

労
働
問
題
の
解
決
を
援
助
し
、労
働

関
係
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
個
別
相
談

会
で
す
。弁
護
士
や
県
生
活
労
働
部
職

員
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

11
月
4
日
（金）

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

※　

弁
護
士
の
相
談
は
、午
後
3
時
か

ら
で
す
。

場
所　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
6
階
会
議
室

（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
1
ー

1
ー

1
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所

1（
７
３
５
）６
１
４
９

5（
７
１
２
）０
４
９
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
相
続
贈
与
税
市
民
研
究
会

相
続
贈
与
税
無
料
相
談
会

　

生
前
贈
与
や
相
続
税
、財
産
評
価
な

ど
の
相
談
を
、税
理
士
が
無
料
で
受
け

ま
す
。

日
時　

10
月
22
日
（土）
、11
月
5
日
（土）

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
、電
話
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏
名
と
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
研
究
会

1（
５
６
２
）９
５
１
０

5（
５
６
２
）９
５
３
０

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相
談

　

10
月
17
〜
23
日
の「
秋
の
行
政
相
談

週
間
」に
ち
な
ん
で
、税
金
や
年
金
、道

路
、人
権
、法
律
な
ど
行
政
に
関
す
る
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日
（火）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所　

福
岡
市
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
れ
ふ
」10
階
講
堂（
福
岡

市
中
央
区
舞ま

い
づ
る鶴
2
ー

5
ー

1
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
局

1（
４
３
１
）７
０
８
１

5（
４
３
１
）８
３
１
７

国
民
生
活
金
融
公
庫

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
制
度
や
手
続
き

な
ど
の
相
談
に
、専
門
の
担
当
者
が
電

話
で
応
じ
ま
す
。

日
時　

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
毎 

日午
前
9
時
〜
午
後
6
時

相
談
先　

同
セ
ン
タ
ー

1
０
５
７
０
ー

０
０
８
６
５
６

10
月
は

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

　

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事

業
主
は
、労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、

所
管
の
労
働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
適
用
室

1（
４
３
４
）９
８
３
３

5（
４
３
４
）９
８
２
４

意
見
を
提
出
で
き
ま
す

大
規
模
小
売
店
舗
の
営
業
時
間
の
変
更

　

須
玖
北
1
丁
目
に
、大
規
模
小
売
店

舗（
食
料
品
・
日
用
品
販
売
）が
出
店
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

周
辺
住
民
は
、大
規
模
小
売
店
舗
立

地
法
に
基
づ
き
、こ
の
こ
と
対
し
て
生

活
環
境
保
持
の
た
め
の
意
見
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、こ
れ
に
関
す
る
資
料
は
、市
地

域
づ
く
り
課
に
あ
り
ま
す
。

※　

意
見
の
提
出
方
法
な
ど
、詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
県
福
岡
商
工
事
務
所

　
1（
６
２
２
）１
０
４
０

　
5（
６
２
２
）１
５
７
１

▽
市
地
域
づ
く
り
課

　
1（
５
８
４
）１
１
１
１

　
5（
５
８
４
）１
１
５
３

第
４
回
北
部
九
州
圏

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

　

県
は
、11
〜
12
月
に
、将
来
の
総
合
的

な
都
市
交
通
計
画
の
策
定
に
役
立
て
る

た
め
、鉄
道
や
バ
ス
、自
動
車
な
ど
の
交

通
手
段
の
利
用
状
況
な
ど
を
調
査
す
る

「
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
」を
行
い
ま

す
。

　

無
作
為
に
選
出
し
た
市
内
約
２
，

４
０
０
世
帯
に
は
、事
前
に
ハ
ガ
キ
で

通
知
し
、そ
の
後
、調
査
員
が
調
査
の
説

明
に
訪
問
し
ま
す
。

　

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

北
部
九
州
圏
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
福
岡
実
施
本

部

 

０
１
２
０（
88
）５
０
１
１

5（
４
１
１
）８
８
５
１
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　来年4月に市内12番目の小学校として開校する
「白水小学校」の校章デザインを募集しています。
　採用者（1人）には、謝礼（5万円）を贈呈していま
す。
応募方法　10月31日（月）までに、校章のデザイン
画とその説明を添えて、直接窓口に提出する
（郵送可）

※　採用者には直接通知します。
なお、採用作品の著作権は、春日市に帰属します。

応募・問い合わせ先　学校教育課学校教育担当
（〒816̶8501春日市役所）

　　1（584）1111　5（584）1153

平成18年開校白水小学校

校章デザイン募集
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職
業
能
力
開
発
促
進
法

平
成
17
年
度
職
業
訓
練
指
導
員
試
験

　

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
や
認
定
職

業
能
力
開
発
校
な
ど
で
指
導
す
る
際
に

必
要
な
資
格
の
取
得
試
験
で
す
。

試
験
種
目　

全
職
種
試
験

試
験
日　

12
月
7
日
（水）

場
所　

県
吉
塚
合
同
庁
舎（
福
岡
市
博

多
区
吉よ

し
づ
か
ほ
ん
ま
ち

塚
本
町
13
ー

50
）

試
験
内
容　

学
科（
指
導
方
法
）

願
書
受
付
期
間　

11
月
8
日
（火）
〜
14
日

（月）

※　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
職
業
能
力
開
発
課

技
能
振
興
係

1（
６
４
３
）３
６
０
４

5（
６
４
３
）３
６
０
５

西
出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す

土
・
日
曜
日
、祝
休
日
の
証
明
書
発
行

　

平
日
に
市
役
所
に
来
る
こ
と
が
で
き

な
い
市
民
の
た
め
に
、休
日
も
住
民
票

な
ど
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

受
付
日
時　

土
・
日
曜
日
、祝
・
休
日（
年

末
年
始
を
除
く
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

受
付
場
所　

西
出
張
所（
昇
町
1
ー

１
２

０
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
）

取
扱
業
務

▽
住
民
票
の
写
し
の
発
行

　

第
三
者
が
請
求
す
る
場
合
は
、委

任
状
か
本
人
と
の
関
係
が
分
か
る
資

料（
契
約
書
な
ど
）
、免
許
証
な
ど
公

的
機
関
が
発
行
す
る
写
真
付
き
証
明

書
、印
鑑
が
必
要
で
す
。

▽
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

　

本
人
の
印
鑑
登
録
証
が
必
要
で

す
。代
理
人
が
請
求
す
る
場
合
は
、本

人
の
印
鑑
登
録
証
、代
理
人
の
免
許

証
な
ど
公
的
機
関
が
発
行
す
る
写
真

付
き
証
明
書
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▽
戸
籍
届
出
書
の
受
領（
死
亡
届
、婚
姻

届
、出
生
届
な
ど
）

▽
税
金
の
受
け
取
り

　

期
限
内
の
納
付
書
を
持
参
し
た
場

合
は
、納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
西
出
張
所

1（
５
０
１
）１
１
３
３

5（
５
０
１
）１
１
５
１

運
動

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
よ
く
運
動
を

し
て
い
た
人
は
、大
人
に
な
っ
て
も
、

継
続
的
に
運
動
を
行
う
運
動
習
慣
者

に
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

外
遊
び
の
楽
し
さ
を
知
り
、ス

ポ
ー
ツ
に
興
味
を
持
ち
、幼
い
こ
ろ

か
ら
運
動
を
す
る
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

▽
体
を
し
っ
か
り
動
か
そ
う

▽
外
遊
び
を
し
よ
う

▽
部
活
や
ク
ラ
ブ
な
ど
で
、ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
そ
う

食
生
活

　

平
成
16
年
度
に
市
が
行
っ
た
調
査

に
よ
る
と
、中
学
生
の
6
人
に
1
人

は
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
せ
ん
。

　

朝
食
を
食
べ
な
い
と
、「
疲
れ
や
す

い
」、「
遊
び
や
勉
強
に
集
中
で
き
な

い
」、「
お
腹
が
す
い
て
イ
ラ
イ
ラ
す

る
」な
ど
の
悪
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

早
寝
早
起
き
な
ど
規
則
正
し
い
生

活
を
送
り
、朝
食
を
食
べ
る
習
慣
を

身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、成
人
期
の
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
た
め
に
も
、偏
食
を
さ
け
、

野
菜
を
積
極
的
に
食
べ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、食
事
の
大
切
さ
を
自
覚

し
、食
物
の
い
の
ち
を
感
じ
、感
謝
す

る
こ
こ
ろ
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
朝
食
を
食
べ
よ
う

▽
好
き
嫌
い
を
な
く
そ
う

▽
3
食
と
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
心
掛
け
よ
う

▽
野
菜
や
果
物
を
毎
日
食
べ
よ
う

▽
食
べ
物
の
大
切
さ
を
知
ろ
う

歯
　

成
長
期
に
必
要
な
栄
養
素
を
お
い

し
く
食
べ
る
た
め
に
は
、し
っ
か
り

か
め
る
丈
夫
な
歯
を
保
つ
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
虫
歯
を
予
防

し
、高
齢
者
に
な
る
ま
で
自
分
の
歯

を
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
を

持
ち
、定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

▽
寝
る
前
は
し
っ
か
り
歯
を
磨
こ
う

▽
お
や
つ
の
時
間
を
決
め
よ
う

▽
フ
ッ
素
、キ
シ
リ
ト
ー
ル
を
上
手

に
活
用
し
よ
う

　

4
月
か
ら
掲
載
し
て
き
た「
い
き

い
き
春
日
21
健
康
づ
く
り
支
援
計

画
」の
概
要
は
、今
回
で
終
了
し
ま

す
。

　

健
康
課
は
、個
人
の
主
体
的
な
健

康
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（

健
康
課
）

い
き
い
き
春
日
21 健
康
づ
く
り
支
援
計
画

そ
の
6「
こ
ど
も
世
代
ー
運
動
・
食
生
活
・
歯
」

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
こ
ど
も
世
代（
0
〜
14
歳
）の
運
動
・
食
生
活
・

歯
に
つ
い
て
、説
明
し
ま
す
。



法律相談
市無料法律相談
1（584）1111　5（584）1142
◎第3水曜日◎受付8時50分◎定員15
人（9時の抽選で決定）◎市役所2階市
民相談室

詳しくは、直接問い合わせてください。

商工会無料法律相談
1（581）1407　5（575）0702
◎第1水曜日◎受付8時30分～（先着
6人）◎相談13時～15時◎春日市商工
会

県無料法律相談  1（651）1234
◎毎週金曜日◎13時～16時◎電話予
約が必要（先着6人）◎県民相談室（県
庁内）

有料法律相談  1（741）3208
◎月～金曜日10時～19時◎土・日曜
日、祝日10時～13時◎1人30分程度で
5,250円◎電話予約が必要◎天神弁
護士センター

交通事故相談
県交通事故相談  1（622）0403
◎月～金曜日◎9時～17時◎県交通
事故相談所（県庁内）

県巡回交通事故相談　1（584）1111
◎毎月第2火曜日◎受付10時～15時
◎市役所2階市民相談室

交通事故被害者電話相談
1（741）2270
◎月～金曜日◎13時～16時◎県交通
事故被害者サポートセンター

犯罪被害の相談
犯罪被害者の電話相談
1（738）8363
◎毎週火曜日◎16時～19時◎天神弁
護士センター

子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
1（584）1015　5（584）7739
◎月～土曜日（祝日を除く）◎9時30
分～18時◎子育て支援センター家庭
児童相談室（すくすくプラザ内）

赤ちゃん・こども電話相談
1（715）0110
◎年末年始を除く毎日◎9時～17時
30分◎県看護等研究研修センター

子どもの権利110番（電話相談）
1（752）1331
◎毎週土曜日◎12時30分～15時30分
◎天神弁護士センター

障害者のための相談
福岡県障害者110番
1（584）0039　5（584）3354
◎月曜日を除く毎日◎9時～17時30分
◎障害者相談センター（県クローバー
プラザ内）

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
5（721）4343
◎月～金曜日9時～18時◎土曜日9時
～13時◎福岡いのちの電話

女性のための相談
夫や恋人からの暴力・セクハラの相談
1（513）7335
◎月～金曜日（祝日・年末年始を除
く）◎10時～17時◎外国語の相談可
◎ちくし女性ホットライン 

女性のための総合相談  1（584）1266
◎月曜日を除く毎日◎受付9時30分～
16時（金曜日は18時～20時30分も）◎あ
すばる相談室（県クローバープラザ内）

性犯罪などの電話相談  1（632）7830
◎月～金曜日（祝日を除く）◎8時30分
～17時15分◎ミズ・リリーフ・ライン（福
岡県警）

認知症相談
認知症相談
1（595）8188　5（595）6361
◎月～土曜日◎8時30分～18時30分（土
曜日は17時30分まで）◎かすがの郷在
宅介護支援センター

高齢者のための相談
シルバー 110番
1（584）3344　5（584）3354
◎月曜日を除く毎日◎受付9時～16時
◎高齢者総合相談センター（県クロー
バープラザ内）

人権についての相談
定例人権相談
1（584）1111　5（584）1153
◎第1火曜日◎10時～15時◎市役所2
階市民相談室

人権相談
1（922）2881　5（922）3342
◎月～金曜日◎8時30分～17時◎福
岡法務局筑紫支局

消費生活相談
春日市消費生活相談
1（584）1111　5（584）1153
◎毎週月・水・金曜日◎10時～15時◎
市役所2階市民相談室（第3水曜日は
市役所2階206会議室）

福岡県消費生活相談  1（632）0999
◎月～金曜日◎9時～17時◎消費生活
センター

悩みの相談
心配ごと相談  1（581）7225
◎毎週水曜日◎10時～15時◎春日市社
会福祉センター4階

不安・悩み電話相談  1（741）4343
◎24時間受付◎福岡いのちの電話

土地・建物の相談
不動産相談  1（651）1234
◎毎月第1・3木曜日◎13時～16時◎県
民相談室（県庁内）◎電話予約が必要

住宅相談  1（725）0876
◎月～金曜日◎10時～17時◎住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）

国の業務に関する相談
定例行政相談  1（584）1111
◎第4火曜日◎9時30分～16時◎市役
所2階市民相談室

 

地
図
記
号

　　

現
在
、国
土
地
理
院
は
、全
国
の

小
中
学
生
に「
地
図
に
残
す
仕
事
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
」と
呼
び
掛
け
て

い
る
。風
力
発
電
施
設
が
増
え
、老

人
ホ
ー
ム
が
各
地
に
建
設
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、こ
れ
ら
の
施

設
を
分
か
り
や
す
く
地
図
に
表
す

た
め
の
地
図
記
号
の
デ
ザ
イ
ン
を

募
集
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
▼

地
図
記
号
は
、平
成
14
年
に「
博
物

館
」と「
図
書
館
」が
付
け
加
え
ら
れ

た
が
、外
部
か
ら
の
募
集
は
今
回
が

初
め
て
。地
図
離
れ
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、地
図
に
親
し
ん
で
ほ
し

い
と
い
う
思
惑
が
あ
る
ら
し
い
。採

用
さ
れ
れ
ば
今
後
長
く
国
土
地
理

院
の
地
図
に
使
用
さ
れ
る
の
で
、一

生
の
記
念
と
な
る
だ
ろ
う
。ど
ん
な

記
号
が
採
用
さ
れ
る
の
か
、今
か
ら

楽
し
み
で
あ
る
▼
世
間
で
は
カ
ー

ナ
ビ
が
大
人
気
。し
か
し
、私
は
、断

然
、地
図
派
で
あ
る
。地
図
を
見
な

が
ら
、ま
だ
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
地

を
思
い
描
き
、時
が
経
つ
の
を
忘
れ

て
い
る
。          　
　
　
（
Ｈ
２
Ｏ
）
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表紙の写真

　大谷小学校体育館で、9月9日、親子レクリエーションが

行われ、児童・保護者約750人が参加しました。これは、同

校で毎年行われているもので、親子で楽しい時間を過ご

し、絆を深めてほしいと、PTA役員と先生たちが企画して

いるものです。

　1時間目の1年生を皮切りに、6時間目まで、各学年ごと

にゲームやエアロビクス、製作活動など、趣向をこらした

企画が行われ、児童も保護者も額に汗しながら、レクリ

エーションを楽しんでいました。

　子どもたちは、「どんなことをするのだろう」と、この日が

来るのを心待ちにしていたそうです。レクリエーションが終

わった後は、「またやりたい」との声も聞かれ、この日は、体

育館から1日中親子の元気な笑い声が響き渡っていました。

（広報レポーター　森
もりたりょうこ

田亮子）

市の人口 9/15 現在

◎総人口

◎世帯数

109,965人

男 53,891人女 56,074人

43,239世帯

9月19日、大和町公民館で行われた敬老の日の祝
賀会の様子。地域の子どもから折り鶴をもらって、
おばあちゃんはにっこり。

大谷小学校親子レクリエーション

親子の絆
きずな

を深めよう

　9月19日、公民館などを会場に、各地区で「敬老の日」の

祝賀会が行われました。

　今年4月に公民館が完成したサン・ビオ地区でも、地区

のお年寄り13人を迎え、第1回目の祝賀会を開催。米
よねざわ

澤自

治会長は「サン・ビオ地区として、今回が初めての敬老会で、

記念すべき日となりました。本日出席の皆さんが、今後ます

ます健康に過ごされることをお祈りします」とあいさつし

ました。

　続いて行われた祝宴では、日の出小学校の児童や、同校

児童の母親のコーラスグループ「ひまわり」、ボランティア

グループ「はとの会」などが、リコーダーの演奏や合唱、舞や

三
さんしん

線の演奏などを披露。地域からの贈り物に、お年寄りも

楽しそうに手拍子をとったり、一緒に歌ったりと、和やかな

雰囲気の中での祝賀会となりました。

初めての「敬老の日祝賀会」

サン・ビオ公民館

　昇町8丁目の小
しょうみずきあと

水城跡の調査で出土

した木柱。約1,300年前の土
どる い

塁（防御

のための土手）の中から木の板を組ん

だ木
もくひ

樋（導水管）から発見されました。

　直径約40cmの檜
ひのき

の表面は、幅約

10cmで面取り加工されています。また、

柱の根元に筏
いかだ

組み運搬した際の穴が

開けられています。柱は水門部分の支え

に使われたと考えられます。

(奴国の丘歴史資料館)

古代の木
もくちゅう

柱

柱を倒すと、切り口に多数の手
ちょうな

斧の刃跡が見られる。


